































花牌は写真 の（春）チュン （夏）シア （秋）チュ （冬）ドン の四季花と、



































台湾麻将における手役の価値の単位は台 タイ である。対局の前に 台を何点とす
るかのレートを決め、アガリがある度に台数に値する点数をやり取りする。
手役名の右に台数を記載するが、 台 とだけ記してある手役は、調査したすべて
のルールで 台と決められているものである。 台（ 台） のように記してある場合







メンゼンでツモアガリした場合は、門前 台と自摸 台の上にボーナス 台を加算す








































































四暗刻 スーアンク 台（ 台）
台湾式十六張麻将













ルールもある。写真 と は、そのローカルルールの例として、写真 のアガリなら、
小三元の 台は加算しない。
写真 のアガリなら、














天聴 ティアティン 台（ 台）
子が配牌及び配牌中にある花牌を抜いて補牌した時点でテンパイを宣言すると天聴状



















地胡 ディフー 台（ 台）
子が天聴し、第一ツモでアガる。日本式の地和。天聴、門前自摸は加算しない。アン
カンを含んでいても可。他者がチー、ポン、カンをしているかどうかは問わない。
人胡 レンフー 台（ 台）
子が天聴し、他者の第一打で出アガる。天聴、門前は加算しない。
別名は 天聴一發 ティァティンイーファ 。






















































ば連荘場となり、一回めが 連一 、続いて 連二 、 連三 ……というふうに増えて
いく。連荘の回数に制限はなく、子方の誰かがアガるまで続く。








オヤのツモアガリ ｛台 底 （ ）｝
オヤの出アガリ 台 底 （ ）
子のツモアガリ （台 底） （ ）
子のオヤからの出アガリ 台 底 （ ）
子の子からの出アガリ 台 底
支払方
オヤにツモられた子 ｛台 底 （ ）｝
子にツモられたオヤ ｛台 底 （ ）｝
子にツモられた子 （台 底）
オヤに放銃した子 ｛台 底 （ ）｝



















































アガっているので、自摸 、槓上開花 、（発） 、混一色 、満花 ）のアガリとし
て計算する。
















































































写真 は（九筒）待ちの 。獨聴 と（白） を加算。






















































































































































） 年 月の為替レートは 。
）八枚の花牌を抜いたプレミアだけでのアガリを八仙過海と呼ぶ。手牌も同時にアガっている場合は
満花。どちらも 台なのは同じ。
）同種牌の四枚使いは、中国式では 四帰一 スークィイー という手役になる。
）アンコに他家が打った四枚めを加えてするミンカン。
）中国でもローカルルールにはバラ切りが多いが、中国麻将競寶規則では捨て牌は日本式の整頓切り
とされている。
